
●森の手入れをする人が減ったり、シカに葉っぱなどを食べられて木がかれてしまうことで、

森が荒れてしまい、水をたくわえる力が落ちてきています。

●雨があまり降らなくて川の水が減ったときには、流れが途切れてしまって、アユなど

の生きものが川を自由に行ったりきたりできなくなってしまうことがあります。 

●大雨で山がくずれたりすると、にごった水が何週間も流れてしまいます。

●自分たちの大切な川という気持ちがなくなり、物部川にゴミをすてる人もいます。

香美市の白髪山をみなもとに香美市、香南市、南国市の３つの市を通って土佐湾へと

流れ込む長さ71キロメートルの川です。

天然アユがわきたつ川へ！
物部川ってどんな川？

物部川の水は古くから主に農業に利用され、

せきや水路を通って田んぼや畑で使われて

います。物部川にあるダムで電気を作るのに

も使われています。

物部川は、昔から今までさまざまなかたちで

わたしたちのくらしをささえ続けてくれています。
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ちょうどよい状態に

なるよう、手入れを

しています。

物部川を守るための活動
ものべがわ まも かつどう

物部川の困りごとは、解決に長い時間がかかるものもありますが、少しでも良くするために

できることもあります。天然アユがわきたつほどいたころの物部川を目指して、たくさんの人

たちが協力しながらいろんな活動をしています。

ものべがわ すこ

ひと

シカに木の葉や皮を食べられてしまわない

ように、ネットで囲って

います。

川のそばにある林は、落ち葉が川にすむ

いきもののえさになったり、夏の日ざしを

さえぎってくれるなど、いきもの達にとって

いい環境をつくってくれます。

代かき（田植えのために田に水を入れて

ならす作業）の水を少なめにしたり、

止水板を使って田んぼからにごった水が

流れないようする方法をひろげています。

子ども達を対象にした川のいきもの、山・

川・海のつながりについて学べる体験

学習や川で遊ぶイベントなどをしています。

防鹿柵の設置
ぼうろくさく

水辺林の手入れ

浅水代かき・止水板 体験学習・イベント
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決めた内容どおりに清流を守る活動が

進むように協定書にみんなでサインしま

す。

県は、企業に協働の川づくりパートナー

ズ協定のしくみや高知県の川や流域、

清流を守るためにどのような活動をして

いるのかを説明します。

協働の川づくりパートナーズ協定は、環境を守っていく活動を応援したい企業と清流を

守るために活動をしている団体など、流域市町村、高知県とで結んだ協定（お互いを

信じて決めた約束）により清流を守るための活動を進めていくしくみです。

協働の川づくりパートナーズ協定
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協 定 を 結 ぶ ま で

企 業 の 応 援 が
決 ま っ た ら

きょうてい

協働

の川

県は清流を守るために活動している団

体と流域市町村に企業の思いを伝える

とともに、協定内容についてそれぞれの

意見を聞きながら協定書をつくります。

清流を守る活動を

応援していただけ

ませんか

協 定 締 結 （ 結 ぶ ） 式

➌  協 定 を結 ん だら

団体は、企業からの応援で清流を守る

ために活動します。県や流域市町村は

企業からの応援や団体の活動を知らせ

るなど、活動が

うまくいくように

協力します。

考えて

みます
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協定を結んでいる企業

しょうがを使った「あさの家」ブランドの３商品の売上げの一部

を本社工場のある物部川流域の３市が一緒になって活動

株式会社あさの

高知食糧株式会社

株式会社伊藤園

きょう てい むす き ぎょう

かぶしきがいしゃ

かぶしきがいしゃいとうえん

”お～いお茶『お茶で高知を美しく。』キャンペーン”期間中の

「お～いお茶」 全飲料製品の売上げの一部を物部川流域

まんま炊っきー無洗米の売上げの一部（１キロあたり１円）を

高知県内で清流を守る活動をしている団体などに寄付していた

だいています。

物部川流域では21世紀の森と水の会が応募して、

水辺林の手入れに活用しています。

の３市が一緒になって活動するためにつくった

「物部川流域ふるさと交流推進協議会」に寄付

していただいています。

するためにつくった「物部川流域ふるさと交流推進

協議会」に寄付していただいています。
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